
23106400臨地実習Ⅰ 

授業科目  臨地実習Ⅰ 単位  1 

履      修  選択 関連資格 栄養士 管理栄養士 栄教一種免 ナンバリング NT32301J 

開講年次  3 開講時期 後期 該当ＤＰ  DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP3-1 DP4-1 DP4-2 DP5-1 

担当教員  天本  理恵、永田 純美、浜谷 小百合 

授業概要  

【実務家教員担当科目】 

学内での給食経営管理、栄養教育、応用栄養学等に関する講義・実習で学んだ知識と技術、および総合演

習 1で学習した内容を基に、これらの実践の場である学外の特定給食施設において 1週間の臨地実習を行

う。臨地実習Ⅰでは、給食運営・給食技術の実際を体験的に学び、大学での学びと、特定給食施設で栄養

士・管理栄養士が果たす専門分野のマネジメント業務に関する知識と技術との統合を図ることを目的とする。

実践の場においては、実務家教員による実地の給食運営、栄養教育の指導を受ける。本実習は栄養士免許

取得のための臨地実習として位置づけられる。 

実習内容は、下記授業計画に示すとおりであるが、実習施設によって詳細は異なる。 

実習施設 下記の特定給食施設のうち 1施設を選択する。  

・小学校  

・事業所（オフィス、工場、寮など）  

・福祉施設（高齢者福祉施設、保育所等の児童福祉施設 など）  

・自衛隊   

学生が達成すべき       

行動目標 

1．栄養士・管理栄養士業務の実践活動の場に臨んで、学内で学んだ理論と実践の現状を結び付けて理解で

きる(DP1-1,DP1-2,DP2-1,DP3-1,DP4-1,DP4-2,DP5-1)。 

2．学内で修得した給食の運営および給食経営管理に関する知識や技術を、臨地実習施設で適用できる

(DP1-2,DP2-1,DP4-1,DP4-2)。 

3．給食の運営や関連の資源を総合的に判断し、栄養面、衛生安全面、経済面等のマネジメントを行うことが

できる(DP1-2,DP2-1,DP4-1,DP4-2)。 

4．学内で修得した応用栄養学（ライフステージ別の栄養管理）、栄養教育に関する知識を、臨地実習施設に

おける健康教育に活用できる(DP1-2,DP2-1,DP3-1,DP4-2,DP5-1)。 

5．実践活動の場で業務上の問題点や課題に気づき、解決できる(DP1-2,DP4-2,DP5-1)。  
達成度評価 

評価と評価割合／ 

評価方法 
試験 小テスト レポート 

発表(口

頭、プレ

ゼンテ

ーショ

ン） 

レポート

外の提

出物 

その他 合計 備考 

総合評価割合 0 0 0 10 30 60 100  

知識・理解 (DP1-1)      5 5  

知識・理解 (DP1-2)     10 10 20  

知識・理解 (DP1-3)         

知識・理解 (DP1-4)         

思考・判断 (DP2-1)     10 5 15  

思考・判断 (DP2-2)         

関心・意欲 (DP3-1)     5 5 10  

関心・意欲 (DP3-2)         

態度(DP4-1)      5 5  

態度(DP4-2)    5  20 25  

態度 (DP4-3)         

技能・表現 (DP5-1)    5 5 10 20  

技能・表現 (DP5-2)         

技能・表現 (DP5-3)         

具体的な達成の目安 

理想的レベル 標準的なレベル 
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標準的レベル 1～4の全てを達成したうえで、これまで学んできた

給食経営管理、栄養教育に関する知識および技術の統合を図

り、給食マネジメント業務全般を修得かつ運営できる。 

1．栄養士・管理栄養士業務の実践活動の場に臨んで、学内で

学んだ理論と実践の現状を結び付けて理解できる。 

2．学内で修得した給食の運営および給食経営管理に関する知

識や技術を、臨地実習施設で適用できる。 

3．給食の運営や関連の資源を総合的に判断し、栄養面、衛生

安全面、経済面等のマネジメントを行うことができる。 

4．学内で修得した応用栄養学、栄養教育に関する知識を、臨

地実習施設における食育、健康教育に活用できる。 

5．実践活動の場で業務上の問題点や課題に気づき、解決でき

る。  

授業計画 

進行 テーマ・講義内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習） 

予習・復

習時間

(分） 

1 

事前学習（1）  （永田純美、浜谷小百合、天本理恵） 

 実習先の給食施設の概要、給食の特質 

 給食の組織と業務分担および栄養士業務に 

 ついて説明する。 

 事前学習ノートの説明を行う。 

講義・演習 予習：実習施設の概要や給食

マネジメントについて調べる。 

復習：講義および演習の復習

を行う。事前学習ノートを作成

する。 

予習：60

分 

復習：

120分 

2 

事前学習（2）   （永田純美、浜谷小百合、天本理恵） 

 実習における栄養管理・作業管理 

 衛生安全管理・食材料管理事務管理・ 

 その他について説明する。 

 事前学習ノートの添削を行う。 

講義・演習 予習：事前学習ノートを作成

し、実習項目の整理を行う。 

復習：講義および演習の復習

を行う。事前学習ノートを作成

する。 

 予習：

120分 

復習：

120分 

3 

事前学習（3）    （永田純美、浜谷小百合、天本理

恵） 

オリエンテーション１ 

   実習の目的、心構え等について説明を 

     行う。  

講義・演習 予習：事前学習ノートの添削

に従い、より深く調べ、まとめ

る。 

復習：講義および演習の復習

を行う。 

 予習：

120分 

復習：30

分 

4 

事前学習（4）  （永田純美、浜谷小百合、天本理恵） 

オリエンテーション 2 

 実習先での注意事項（実習心得）、 

 腸内細菌検査、実習ノートの使い方等 

 を説明する。 

 実習施設より提示された課題、媒体作成を 

 行う。 

講義・演習 予習：実習関連科目の総復習

をする。実習施設から栄養教

育の実施が課題となった場合

には指導案の作成を行う。 

復習：実習課題の作成。実習

に対する知識や技術等につい

て再度確認する。 

 予習：

180分 

復習：

300分 

5 

特定給食施設における実習  1週間 

 実習施設の指導担当者の助言、指導に 

 基づき、安全かつ積極的に実習に取り 

 組む。 

 実務家教員による指導になる。  

講義・実習・演習 予習：実習計画に基づき、毎

日、事前学習を行う。 

復習：毎日の実習内容を整理

し、実習ノートにまとめる。 

 予習：

60分/日 

復習：60

分/日 

6 

事後指導  （永田純美、浜谷小百合、天本理恵） 

  臨地実習 1報告会を実施する。  

 実習中に修得した給食マネジメント、 

 自ら設定した課題と結果等について 

 発表する。 

発表（演習） 予習：実習内容をまとめた発

表スライドを作成する。 

復習：実習の自己評価を行

う。 

 予習：

120分 

復習：60

分 

7 

    

8 

    

9 
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10 

    

11 

    

12 

    

13 

    

14 

    

15 

    

16     

17     

18     

19     

20     

21     

22     

23     

24     

25     

26     

27     

28     

29     

30     

 

理解に必要な予備

知識や技能 

本実習は、給食マネジメントについて学ぶ実習であるので、給食計画論、給食経営管理論、給食経営管理実

習で修得した知識と技術が必要になる。さらに、対象者の健康教育を行っていくため、栄養教育論および応用

栄養学（食事摂取基準含む）等、栄養関連専門科目の知識も必要になる。 

テキスト 

・栄養士必携（第一出版） 

・「日本人の食事摂取基準 2020年版の実践・運用」第一出版 

・サクセス管理栄養士講座「給食経営管理論」（第一出版） 

・実習施設のホームページ等 

必要に応じて資料を配布する。 
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参考図書・教材／

データベース・雑誌

等の紹介 

・栄養関連専門科目の教科書 

・厚生労働省 日本人の食事摂取基準 2020年版 第一出版  

・大量調理施設衛生管理マニュアル・・・・・厚生労働省 

・学校給食・・・・文部科学省および地方自治体のホームページ 

・児童福祉施設、高齢者福祉施設等・・・・・厚生労働省および地方自治体ホームページ  

授業以外の学習     

方法・受講生への  

メッセージ 

これまでに学んだ関係科目の内容を十分復習し、これらの知識・技術が実践の場でどのように活用されてい

るのか学び、更なる学習の指針が得られるよう問題意識を持って意欲的に取り組みましょう。 

この実習を履修するには、給食計画論と給食経営管理実習 1の単位修得が履修条件になります。 

 なお、コロナ感染症の状況により、本実習の実習期間や実習内容に変更があるかもしれないことを了承下さ

い。  

達成度評価に関す

るコメント/課題に

対するフィードバッ

クの方法 

評価については講義の中で説明する。 

発表：報告会でのプレゼンテーション 

レポート外の提出：実習先からの課題・栄養教育媒体・実習ノート 

その他：実習施設からの評価 

 


